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1 は じ め に

マ L/-人だけが住んでいる村D自治形式はどうい うものであるか,それをささえている精神

としてどのようなものが見 られ るのか｡以下は,その間題を Kedah州の-農村 KubangSiam

についてみたその結果の報告である｡

一定の地域住民の生活秩序を床つ方法は,きび しく整序 された法治国家においてほ,村 とい

えども,法の網によっているといえるほ ど,政府の干渉が蜜である｡ われわれの国におけるよ

うに,村に役場がおかれ,多数∂吏員によって多 くの職務が分担 されている事実がその ことを

示 している｡ まだそのようではないであろう新興独立国の村においてほ,その点はどうであろ

うか｡筆者が現地に入 るにあたって頭にあった問題のひとつは これであった｡それは,大は建

国の活動か ら,小は村住民β生活にいたるまで,そ こに旧 と新つまり伝統 と近代性のは り合 う

姿が見 られ るであろうか ら,そvj局面を観察することによって,む しろ,かれ らをなお強 く制

約 しているであろう伝統の側面を とらえてみたい とい う問題に包摂 され るひとつの問題であっ

た｡

以上のように,短いなが らそれ として完結するこの報告論文について筆者の意図 した ところ

を記 しておいて,本論に うつることこしょう,調査期間は1964年11月は じめか ら翌65年 1月末

にいたる3カ月間であ り,以下の記述においては1965年現在 とす る｡ この調査研究を可能に し

て頂いたいまは亡 き棚瀬嚢爾博士 と村の方 々および開運 してご親切を頂いた口羽益生 ･前田成

文の両氏に ここにあ らためて御礼を申 しのべたい｡

2 村 の 概 況

ケダ-州には 日本の郡にあたるアラビア語由来の daerahが10あ :),調査村は DaerahKola
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Starにある｡ この daerahの中には mukim と称する地区が 40ある｡ mukim は元来 ひ とつ

の回教寺院 (mosque)を中心 とした教区を意味す るこれ も アラビア語であるが, ここではそ

の ような宗教的な意味を もたない,単 なる行政上の地区である｡ 日本の行政村にあたる感 じで

ある｡その中に含 まれ る kampongは最小の地域社会であるが,多 くの場合, これを部落 とい

うにはあまりに大 きい｡それで kampongを村 といい,mukim の方は地区 と呼ぶのが 適当で

あろう｡1870年前後のマ ラヤ中部諸王国について Gullickがのべた中には, こんにち mukim

の長を指す penghuluは kampongの長の ことであって,mukim なる地区の ことは記 されて
1)

いない｡kampongの上の地域名称 としてほ daerahがあるばか りである｡

daerahが 日本の郡にあたると上に記 したけれ ども, しか し日本 の郡 とは らがい,明確な行

政上の単位地域 をなし,行政官吏がい る｡mukim の長は penghulu といい,daerah長の監督

下 にあ り一定 の給料を うけている｡ただ し任期は きまった期限はない｡その執務 の場所はかれ

の私宅であって,役場はな く,かれ以外の一定の職員 もいない｡ その ことは,mukim が一定

の行政地域 として上 位 自治体 につなが る面が うすい とい うことである｡ 少な くとも現在は,

penghulu一人が mukim 内の公的職務を遂行することで間に合 っている｡

調査村 KubangSiam が所在す る mukim は PadangLalangといい, また同 mukim 内

には同名の kampongが ある｡ この村は, こんに らの mukim の中心地である AlorJanggus

のその中心地 としての出現以前には, この地一帯の中心 となっていたのではないか と想像 され

る｡AlorJanggusは Kedah州の首都 AlorStarか らこの mukim に向か う唯一 の バス経

路 の終着点である｡ バスが通い出 したのは 3, 4年前であるが, それ までは AlorStar との

交通は大体舟に よっていて,その発着地 も AlorJanggusにあった｡そ してそ こには,現在中

国人商店が軒をつ らねて 日常用品を売 り,マ レー人相手の稲米の買付や金融を も営 んでい るo

警察署があ り,診療所があ り,あきらかにそれ とわか る美 しい構 えの Penghuluの住居 もここ

にある｡

こうして AlorJanggusは Mukim PadangLalangの中心地であるC この村 の両隣 りほ-

1)J･M.Gullick,IndigenousPoliticalSystemsofWesternMalaya,1958,pp.21-22.もっともガ
リックは現代の Penghuluは mukimの長であることを記している (P.36)｡いつ, どのようにし

て penghuluが mukimの長に格上げされたのか,それとも在来の penghuluは ketuakampong
と改称され,そのまま村の長としてとどまったのかも知れないが,それらについてはともかく,こん

にち Kelantan州には daerahの上に jajahanがあることからすると,州により行政区分の仕方

に差があるのかも知れない｡なお mukim は日本の行政村にあたるといいきれないのは,上記のこ

とに加えて,mukim内の複数kampong間の結びつきが浅いと見られることである｡つまりmukim
としての一体性は 日本の行政村のようなものでは ないのである｡ それから付記しておきたいのは,

Kedah州では daerahが district,その長は districtofficerと英訳され, Kelantan州では

jajahanが districtであり,daerahの長は penggawaと呼ばれる｡(以上 Kelantan州について

は次の現地報告による｡長井信一 ｢マラヤ連邦東海岸調査旅行記｣,『アジア経済』1962,3巻5号,

104-107)｡
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方が PadangLalar7_g村であ り, 他方が KubangSiam 村であるO この 3村 を直線的な川が

貫流 してい る｡AlorJallgguSは他に比較 して新 しい と思われた｡ とい うのは,故老 の語 ると

ころに よる と両隣 りの村は相接 してい るのである｡ あたか も AlorJanggusの存在は眼中にな

いかの ように上記 2村 の境界を説明す る村の人の ことばを ききなが ら,筆者 にはその ように思

われた｡｢あれは中国人の場所だ｣ とい う人 もあったのである, つ ま り, お りあい家数 の多 い

この 2村 の中間地域 に中国人商人が移住 してきて次第 に繁 昌してい くその特異な地域 を別個 の
2)

名称 で呼ぶ ようにな り,それが一般化 したであろ うとい うことであった,70才 くらいの老人が

決の ように語 った こともあったのである｡｢自分が子供 の ときには 中国人 の 商店は 2軒だけで

した(本国か ら直接着いた と思い ます｡弁髪を してい ましたO食料 品店で した｡川の交通は ま

だ な く,陸 の交通 も不便で したか ら,われわれマ レー人は喜んだ ものです｡｣

AlorJanggusの生みの親は中国人であった といって誤 りではない｡ 商いを通 して都会的 な

もβを移入 し,精米所 をつ くり,最近ではテ レビ鑑賞室 を設け るな ど,かれ ら中国人は,収益

のためはなはだ活動的であ り,企業面で流動的である｡ しか し,隣接村 のマ レ-人は,伝統的

な生産 と生産様式を中心 に して,長 い年 月にわたって大 きな変貌が あった とは思 えない静かな

生活 を営 んでい る｡

KtユbangSiam は川の両岸に約1,830mにわたって建 ら並ぶ157戸か らなる村である｡ 川にか

か る橋 の数が四つ,末端 の橋か ら村を見渡 して も家の姿 はあま り見 えないほ ど,家 々の まわ り

に郁子やバナナの木が生い茂 ってい る｡西北端は SimpanEmpat とい う村がつづ き,そ こに

も中国人の商店 の幾軒かが帯 をな していた｡AlorJanggusの中国人商店地区 よりは 規模が小

さ く.静 ま り返 ってい る とい う風で,おそ らく比較的新 しいので あろ う｡KubangSiam の住

民 Jj一部はそ こへ買物に行 くC東南か ら西北に伸びた この村 の西か ら南の方 向には広大 な水 田

が聞け,遠 く彼方 に同 じ mukim に属す る村 々が見 える｡主 な ものが大体10内外であるが,中

で も知 られた富裕 な村 は KubangJawiで,そ このモス クは KubangSiam の もの よりは,は

るかに りっばで あるO反対側 の北か ら東 にかけて も同 じく水 田で,村 の背後近 くでは タイ国に

2) 果してその名称が中国人釆住後にその地区に付されたのか,その以前からあったのか,それは不明で

あるが,マレー人にとってそこが kampongとして他の村と同列視されるものでないこと,しかし,

康宜上の名称として一般化していることは否めない｡家並の具合いからその地区の一端は明確である

が,他端 (西北の)の境界が あいまいで あるのは そ ういうことによるので あろう｡ 中国人が-i-L
KtlbangSiam に住んで,それから現在地点に かたまったということを前田清戊氏が あきらかにさ

れたが*,KubangSiam のちょうど中央部に現在中国人の住む古びた 1軒家がある｡ そのあたりが

かれらの最初の居住地だったのかも知れない｡AlorJanggusと呼ばれる地域にもマレー人の家があ
るが,かれらが中国人といっしょにされることはなく,何か必要あるときには KubangSiam Satu

(絞出)にはいる｡PadangLalang村の隣 り村に住む中国人までが AlorJanggusのこの中国人自

治体に属しているというから**,マレー人と中国人が一つの自治体をなすことはまずないことがうか

がわれる｡(*前田清茂 ｢マラヤ北西部における中国人集落の構造･上｣,『東南アジア研究』 3巻 5号,

pp.72-93;**口羽 ･坪内 ･前田 ｢マラヤ北西部の稲作農村｣, 『東南アジア研究』3巻 1号,pp.
22-51)
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のびる新国道の建設が行 なわれ,完成が近かった｡

この村は 三つに 区分 されている｡ 第 1クバ ンシ ア ム (K.Siam satu), 第 2クバ ソシ ア ム
3)

(K.Siam dua),第 3クバ ンシ ア ム (K.Siam tiga) とい うO それぞれ 71戸,56戸,30戸で

ある｡K.Siam satuには AlorJanggus側のマ レー人 も含 まれ る｡mukim の長である Pen-

ghuluは K.Siam satuに住んでいる｡ 副 Penghuluにあたる Panglimaは K.Siam tiga

に住居がある｡それでい きおいその地域の長 (ketua)は 2人が 代行 している形で, 別に他に

長はいない｡K.Siam duaは,後にのべ る相互扶助会 (SharikatPingganMangkok)の世話

人が 有力有志で も あり, その人が 長格である｡ 正式に ketua とは呼ばれない｡ Penghulu,

Panglimaが居住す る村であるか ら自ず と他に長をお く必要がな く,はっきりした ketuaはい

ないのであろう｡ 自分がそれだ と自称 した り,それを他の人が否定 した りす ることもあった｡

K.Siam全体について も正式のketuakampongはいない｡他の村では一定のketuakampong

がいて, mukim 内の全 ketuakampongの集 りも年一度は あるようで あるが, そのさいは

K.Siam は適当に有力有志の 1人がそれ として出席するな らいである0

3 KetuaXampongとしての Penghulu

Penghuluは州の Sultanの承認をうけて その任に 就 くのであるが (Panglimaもそ うであ
4)

ったように記憶する), その前に村民の推挙が必要である｡ 財産があり有能である村の最高の

有志が Penghuluに推 され るが,政府か ら給料を うけている唯一人の行政官であるだけにその
5)

権 力は強 く,権威は高 く,その点は 日本 の村長 とはかな りのちがいがある｡

ketuakampongは, 日本でいえば部慣 ごとの区長に はばあたるといえるO 日本の区長は大

体役場 と部落 との間の連絡員であ り,部落内のまとめ役である｡その任に適当な部落内有志が

推 されてなる いわば準公吏である｡ 行政区 mukim には役場 ･職員 ･議員が ないのであるか

ら,ketuakampongが 日本の区長 とまった く同 じであるはずはないが,大体対応 している｡し

か し,上記 したような権力の強い Penghuluの協力者 としての この ketuaは, したがって,

日本の区長 よりは権威高 く見 られて いるようである｡ 日本の軍政下にあった当時の ketuaが

現在 も自分はそうだ といっている, ときいた他の有志の人たちがそれを否定す る仕方において

3)ある人は区分は二つ,他の人は四つということもあり,三つの区分をたしかとするのに手間がかかっ

た｡ということは一般住民にとって区分の意義が生活の上でうすいということである｡ AlorJang一
gus,K.Siam 各々の片方の境界を確認するにも同様のことがあったが,それも同じことを意味して
いると思われる｡

4) Panglimaの方は Penghulu個人が選んで,村人の承認を求めるという形をとる｡ 後者は55才のと
き一応辞職の伺いを立てる慣例があるが,通例無期限である｡

5) 法律による一定数の議員があり,議会政治が行なわれている日本の村の村長と,そうではないマラヤ

の現在の penghulumukim との間には同列には考えられないものがあるけれども,のちに見るよ

うに penghuluにも ketuakampongという相談相手があるのであるから,そこに議会政治の萌芽

的なものは認められるのである｡
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もその ような感 じを うけた｡mukim は相当に広 い地域であ り,Penghuluの選挙 の さい候補者

は出身村以外の村では左程 には知 られていないであろ うか ら,そ こで この選挙 に世話役をつ と

める ketuakampongの立場 は重要になって くる(

こうして mukim では,行政の上で Penghulu とketuakampongは表立 った治者 の立場 に

ある といえる｡ しか し,Penglluluの権 力甘地 との比較 を絶 して大 きい｢ 管轄域 内の問題は何

事 もTJ月1ノを中心に とりあっかわれ てい る-Penghulu とその協力者の ketuakampongが 自治

体 mukim を対象 とした治者 C二)立場 にあ ると記 したけれ ども,真に mukim 全 体を視野 の中に

いれ てい るのは Penghuluただ 1人である といって過言ではない｡ketuaのかれに対す る協力

はそしり住 む kamporlgにE･冒す ることにか ぎ らjtている｡かれ を長に して ketuakampong らが

ご＼とつの会議体を成 してお くほ どの 111ukim 全体にかかわ る問題はないのであるへつ まり,行

政単位 として こし/Dmukim c/)役割 は まだそんなに大 き くはないご したが って,その機能 の細分

化が JEjLJられない｡役場 を設置す るにいたってないに‖よそのためである｡

KISiam は細長 く戸数が多 く,それで 3区 に分け る必要が出てきて,上記 した ように 3人 6-)

ketLユaが あるとい う形 になったのであるへ村内にLL､とつあるモス クが古びて再建 の必要 にせ ま

られ ている現在,そのための賃金 として村民に拠金を求 め ることにな り,その集金には村が 3
6)

区に区分 され てい る方 が便利であるとか,上記相互扶助会がそれぞれの区にあた る地域 に存在

してい るとかい うことがあ り, 実際村全体 に 関連す る事務 の 遂行 のためには 三つに区分 され

ているのが便利なのである｡それでその ような区分がで きたにちがいない､そ してそれぞれに

ketua格 の人がい るのである｡ その内の 1人は Penghuluで あったっ しか しなが ら, 所詮,

K.Siam 村全体 Jjketuaは Penghuluが兼任 してい ると見 る方が正 しい｡ 3区分になってい

るとい うか ら, それな らそれぞれの ketuaは誰か ときいた結果, 強 いていえば上記 した よう

な 3人だ とい うことになったので あって,誰 もが きかれて即答で きるほ ど知 られた ことではな

/Jj･-つた｡ しか し, まった く否定はで きない ことは上述 した ことか らあき らかである｡そ うい う

ことは認 めなが らも, 実質的にはい ま K.Siam の ketuaは Penghuluであるとい う ことが

で きよう｡

村 の宗教的側面の最高位者 は IlTlaln であるが,そ うでない SeCularな側面におけ る最高位

者 は PeIlghL11uであって,有力有志 の幾人かが相談役 としてかれを とりまいてお り,その点で

村 において も貴族主義的雰団気 は流れ てい るL/I)で ある｡それ ら有力有志がお りあい formalな

姿ではっ き り現われ てい る場所はすでに言及 した相互扶助会 なる組織体で あるC

6) その集金担当者は上記相互扶助会の世話人であった｡1relollg(約 2反 5畝)につき 8ga工Itang(約
2斗)相当の金額という拠金の率であり,富裕な家は応分の寄付をするということで, 5年以内に再

建完了という案を立てていたのであるが,Penghuluの努力により政府が全額をIjけ ことにきまって
この案はさたやみになったのである｡

一一67 257



東 南 ア ,J ア 研 究 第 4巻 第 2リ

これは慶弔両事に役立てるための互助会である｡調理用道具一式,食器類,床板などを買い

求め,原則的にはそれの世話人の屋敷内に 小屋を 建てて, その中に それ ら物品をしまってあ

る｡Pingganは英語の plate,mangkokは bowlにあた り, 要するに両語で瀬戸物類ないし

食器莞頁のことである｡それぞれの会に規約ができあがっているが, ここで K.Siamsatuにあ

る会の ものを掲げてみる｡

役 員

1

2

3

4

5

6

応

顧

饗

会

幹

間

係

長

事

会 計 係

監 享

守るべき事項

1 入会費は10ドル とする｡

2 饗応を催す家はその旨饗応係に連絡する｡

3 道具使用の都度10ドル納入する｡ただ し50点以下の場合はその要はない｡

4 道具は使用後 3日以内に返却する｡損傷をあたえた場合は 1週間以内に補償する｡幹

事の立ち合いを便な らしめるため両者の実施は朝がのぞましい｡ もし道具の紛失あるい

は詐欺が発覚 した場合は総会を開き,当該会員に対する何 らかの処置を講ずる｡

5 饗応が終った ときは幹事は役員会開催の手続 きを とる｡

6 協力的でない とか, 1年経っても所定の料金を納入 しない会員は除名される｡

7 床板のみの使用を希望する場合 も,使用前に10ドルを納入する｡第 1条記載の10ドル

は毎年納入のこと｡

8 会員は床板使用の場合は保証金10ドルを預ける｡

9 道具使用を希望する非会員は100点に対 し事前に 10ドルを納入する｡ 同時に10ドルの

保証金を預ける｡

以上の とお りである｡ これは最近 きまった新幹事を中心に開いた第 1回委員会のときの草案

で,まだ よく整理 されていないようである｡ しか しこれをもってこの会の内容はうかがい知 ら

れ よう｡前幹事の手落ちに対する不満が契機になって規約改正が行なわれた もので,実質中心

になって世話する幹事は大いに若返った｡他の二つの会は有力有志が責任ある世話人で,1人は

30年,他は10余年にわた りその任にある｡上記規約を持つ会の方 も,最近 までつ とめていた世

話人は, 年取った 最高有志の 1人であった｡｢この会の長が K.Siam の 3地区各々の ketua

といってよい｣ とい う人があったほ どである｡上記 したように実際はそ うではないが,そ うい
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う発言があった こと自体は注 目してよいであろう｡最有力の人がその会の長になるもの とい う

暗 々の気特が表明 された とみてよいか らである｡ このことか らもこの互助会の村内における役

割の重大 さが推察 され るが,村生活に結びついて長い伝統を もった この組織は,ただに饗応を

便な らしめるとい う経済面のrJLとつの機能を果すだけに とどまるのではない と考え られ る- と

い うのは, この村には古 くか らある組織 とい うのは, この会 とあ とでのべ る OrangSこ11Puloh

のほかはない といってよいか らである｡

現在 ある組織をあげるとすれば,まず,農民組合 (PersatuanPeladang)があるO これは政府
7)

が役人を村内に派 してつ くりあげた もので,1964年 8月に発足 したばか りである｡ これY/j結成
8)

に よって村人は米の売価や売 り先の問題,政府ザカッ トの問題な どを とりあつかえることにな

るのか とただす と, とんで もない とい う表情を して ｢組合はそ うい うことにはふれない-組合

があつか うのは肥料購入 とか農業技術の問題だ｣ と答えるのであった｡中国人商人のい うまま

の値段で米を売 り,その道以外に米を売 ることので きない状態につ よい不満は表明す るけれ ど

も,その間題の解決を組合活動に期待は しない｡

文 育追放 のための成人学級 (adultclass)がある｡ 1960年か ら農村振興政策の 一環 として

は じめた政府 の事業である二現在生徒数は25人,20才か ら30才代の婦人で,最若年が16才,義

年長45才である｡来 るべ きと思われ る婦人の80,06は来 ている｡教師は当村小学校の女教師 1人

が担当 し,読み ･書 き ･算数お よび宗教が学科 目である｡ 日曜,月躍,火曜 の週 3度cJj授業一

年前 8時半～ 9時半-, 日曜 日だけはさらに 1時間家政を教 えるっ年限は 3年, この村では ま

だ卒業生は出 していない｡ この学校は,相当の成績をあげているとい うので村人の間では好評

である｡

別に女子青年 あるいは若い主婦 Dための料理講習会が毎金曜 日小学校で行 なわれている〔男

女とも青年会はない｡1957年 Jjマラヤ連邦 の独立を祝 う AlorStarの祭典に は じめて 青年が

団体 として参加 した さい,恒常的な青年会があった万が よい とい う話は出た ことがあったが,

未だにそれはないっ現在そしり結成を意図 して話合っている段階である｡そのイニシアティ ブを

小学校教師が とっている｢

マ ラヤには唐手に似たブルシラとい う競技があるが, この村にはそれをたのしむ青年の,｣､団

体がひ とつある｡ 最近 まで 他にひ とつあったが, 3カ月ほ ど つづいただけで 解散 して しまっ

た〔20人程度で,毎回20セン ト出 し合い茶葉代 と師匠-の謝礼 としている｡他団体 と試 合をす

7) 隣村の PadangLalangではそれより早く結成されている｡ その準備のため10人がクアラ/,レンプー

ルに送られ講習をうけた｡しかし,ここでは発足がおくれ,講習に行くこともなかった｡村民の発意

によるのでなく,役人の指導のもとにつくられた組織である｡｢そのような組織結成も村人が思い立

つことはないし,村人だけでつくれるものではない｣と語る村人があった｡

8) 10relongに付き 3kuncha(約120斗)の割で政府に納める米を,村内での伝統的ザカットに対し,

府ザカットには不満である｡
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ることはない｡結婚の祝宴の座で余興 として披露することがある｡

自警団があって夜間警備にあたっている｡イソ ドネシアとの紛争が激化 したため,ごく最近

つ くられた団体である｡ 日本の軍政時代に同じものがあったのだ という｡ 18才以上の男子 100

人か ら成 り,夜 7時か ら朝 6時にいたる間交替で任につ く自発的参加による集団である｡

以上の組織体はすべて新 しいものであるOその点でそれ らと上記の相互扶助会 とは顕著な対

照をなしている｡後者はその起源があきらかにされ得ないほ ど古 く,そして村の有力有志がみ

なそれに結びついているとい う全村的組織なのである｡そのような組織は他にはない｡農民組

合が今後発展 し安定 して くると, これ と同類のものとして村の重要組織になるのであろうが,

いまは緒についたばか りである｡

元来 この村は,マラヤの村が一般にそ うであるかほ知 らないが,住民全体が共同に催す行事

とい うものはモスク-の礼拝以外にはほ とんどない｡その礼拝 も男子のみである｡共同で橋を

つ くるとか,火事にあった家を皆で助けるとか,あるいは収穫時に協同するとか とい う住民内

の部分的寄 り合いはあるけれ ども,全村的行事がないのである｡ 日本の村では祭 り,運動会,

演芸会などの全村的賑わいの中で皆が顔を 合わせるとい うことがあるが, K.Siam ではそう

いうことがない｡断食の月あけの HariRaya(われわれにおける元 日にあたるほ どの日)にも

全村 こぞって祝 うとい う雰囲気はない｡せいぜい近親間あるいは局地的に人々が集 うのを見る

だけで,住民全部が集合 して お祭 り騒 ぎになるなどとい うことはない｡｢"村の名を汚すよう

なことをするな''とい うか｣ とい う問いをかけたときに,56,7才の村の有志 も,青午 も, ピソ

とこない らしいので, 日本の村八分のことを語ってきかせた ことがあった｡そのとき ｢ここに

もある｣ といって次のようなことを語って くれたのである｡｢隣 り村の Sematangで 1人あっ

たーそ ういうときには Penghuluと Imam などが連署 して警察にとどけて処置 して もらいま

すC この例は 1958年のことで したO｣ これは, 村人か らじわ りじわ りいび りだ されることをい

う村八分の例ではあるまい｡村八分はかれ らには分 らないのである｡かれ らにあってほおが村

とい う意識は微弱であるようだ｡村意識 とい う点でかれ らと日本の村住民 とはよほ どちがって

いるといえよう｡

そのような K.Siam の中での全村的組織 としての相互扶助会が自治の上で果す役割は, 冒

には見えないなが らも案外大 きいのではないか と思われる｡同じ村に居住 しても共同意識 とい

うか同属意識 とい うかそのようなものが弱い村人の中で,場合によっては除名もあ りうると規

約にあるこの会の会員は,当然,共同意識を もった人々であろう｡ 会-の所属意識を もった人

々にちがいないのである｡いったい,自治の根本は,所属意識ないし共同意識を持つ ことにあ

るといえよう｡治めるべ き ｢自分｣がない ところに自治はありようがない｡集団があたかも自

分 とい うものに一体性があるように,一体性あるものにな らなければ,そ こに,自らを治めよ

うとする意識が芽生えるはずはないのである｡誇張的になるが,K.Siamは全体 として一体性
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ある個体 とはいい難いOそのように考えるとき相互扶助会の存在の意義が鮮明になって くるで

あろうへ 村人の饗応だけに役立っているのではな くて,村 の自治のために実力を発揮 しうる有

力有志の人々に強い足場 と心理的支えを提供 している長い歴史をもった組織なのである｡そ こ

に村ていけい して現われている有志の中心に ketuakampong としての Penghuluがいる｡何

事 も Penghuluが釆配をふるが,必要に応 じて意見を徹 し,話合 う村の有志がつねに手近にあ
9)

(),主 としてその会見 ･会合の場所はかれの私宅の高床下の広間であるC

4 Imam に つ い て

相互扶助会に並んで重要な競織は OrangSapulohである｡ これは村の 宗教画 に関係 する

'･10人委員会" といった もvlである｡ これにはそれぞれ次のような職名が ついていて, 正規に

は各職名に 2人宛が位置することになっている｡ Imam (村人の結婚 ･離婚の申告の受け付),

PengllullユMasjid(金曜 日礼拝時の出欠その他の記録係),Bilal(祈 りの先導),Khatib(政府

送付の説教朗読), Siak(masjidでの水汲み, 太鼓たた き)｡現在 K.Siam では Penghulu

Masjidが 2名いるほかはみな 1名宛で, 計 6人である｡ 現在β数で十分間に合い,補充の要

はない とい うことであった:

OrangSapulohの中で最 も重要な人は Imam であるっその役 目は,結婚 ･離婚の受け付の

ほか家庭争議の調停を行′㌢う二改暦ザカッ トの受けいれをす るの もかれの任務である｡宗教面

では村内最高の地位にあ り,村人か ら非常に尊敬 されてい る｡ 現在の Imam に会ってみると

夙末のあが らない小 さい入であるが,いわゆる人格者 とい う感 じの人で, Penghuluの次に位

置する村の有志であるといってよいぐ40年前祖父につれ らjtてメッカ巡礼に行っている｡親戚

14人しっ団体であったO出発時の歓送会に集った人の数はおお よそ 150人 であった｡ これ らのこ

とは,彼が有力家系の出てあることを示 している｡かれ以外の OrangSapuloh所属の人がみ

な有 力有志 というのではないが,Imam だけは別格のようである｡

Gullickが1870年代CI)Imam について次のようにのべているoPengllulu(こんにちの ketua

kampol,_g)は村 の専制君主ではな く,村有志の内の最高者であるとい うにすぎな く,村 の有力

者層vj中でかれ より重要 な人は Imalnであった｡Imam は通例村しっ有力家系の出身であった｡

Perak王国における1870年代cj政治史においてほ Imam は村内の重要人物 となっていて, し
10)

ば しば Penghuluの顧問 として政治的役割を果 した, と｡

このような Imam の地位は現在の K.Siam の Imam において もほぼ同様である｡金曜 日

9:) マレ-人の高床家屋の床下は,貧しい家では風通しのよい地面があるのみであるが,富裕になるほど

そこが利用され,まれにコンクリートの部屋になっている｡Penghuluの家のそこは,テーブルをお

いたりっぱな都農で,来客は庭先からそこ-直行することができるようになっている｡

10) J･MIGullick,Zndigeno了ISPoliticalSystemsofWesternJ,Iala.va.1958,p.36.
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ごとのモスクにおける村民の礼拝集会でかれは上座にあって主宰する｡村の非宗教的俗事につ

いて礼拝後相談が行なわれることがあり,かれは村の有力者の先頭に立ち,村長の相談役にな

る,その他モスク外での俗事に関する相談でも同様である｡村の宗教面で最高権威者であると

同時に,結婚 ･離婚をうけつけ,葬式を主宰 し,村民の政府ザカッ トを受け付け換金 して政府

に金納 し,家庭争議を仲裁するなど,その任務は宗教面にかぎられているのではない｡単なる

司祭的立場にある人では ないのであるO その教 q俗両面にわたる役割を 見 ると, Gullickが

Penghuluとの比較においてのべた ことは大体 ここでも肯定 される｡ただ しこんにち Penghulu

は mukim の長であるか ら,政府の mukimやkampongに対するかかわ りの度合いが増すにつ

れ,かれの地位は一層高 くなるのであるか ら, こんにち Imam が Penghuluよりも重要人物

であるとはいえない｡そのような考 えをこんにちの村人が もっているとは とうていいえないっ

しかしなが ら,かれが宗教的 ･道徳的村の秩序の維持者ない し目付役 といった立場にあること

を見落 してほならない｡

Imam 以外の OrangSapulohの人々が村の自治面で重要な地位にあるとはかな らず Lもい

えないが,村の有志であることに変 りはない｡ ことに PenghuluMasjidのごときは村内最高

富者, したがって有力有志の 1人である｡村人か らえらばれ,政府の承認をうけてその地位に
ll)

つ くかれ らほ,村ではやは り権威 ある人である｡80才の現 Bilalに会い,Bilalの次の継承者

は誰か ときいた とき,大体長男になろうといったが,それをきいた傍の長男はあきらかに誇 ら

しげであった｡

こうして, 古 く伝統的な組織 としてほ Imam を軸 とした OrangSaptllohをめ ぐる有志の

集 りがあり, いまひとつは PingganMangkokなる組織がある｡ 村の自治は Penghulu中心

の有志 らの informalな合議体によっているといえるが,その中に分けいってみると, このよ

うな二つの組織が抽出されるのである｡ この組織の一一万は教的,他方は俗的 と戟分 して考える

ことのできないことは上述 した ことか らあきらかで,Imam を中心の村有志の集 りは教的性格

がつ よい といえるが,相互扶助会の方 も教的側面がまった くない とはいえないのである｡10人

の運営委員会を設け年 1回集会を もつ K.Siam duaのこの会の責任者が次のようにのべてい

る｡

｢PingganMangkokを持つ ことは村人の一致のためによい｡そして,これは会員に gOtOng

royong〔助けあい〕の 精神 がなければ成 り立ちません｡ その 精神 は 宗教 と関係がありま

す｡ 自分は犠牲的に30年にわたって世話をしています｡饗応主宰は骨の折れる仕事です｡｣

しか し,ごく直哉ないい方をすれば,教的組織 と俗的組織 という車の両輪が村意識の微弱な

ll)宗教師 (religiousteacher)〔後出〕らとともにかれらも村人から伝統的ザカットを受ける立場にあ
る等致される人々である｡
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K.Siam の人々をのせてうごいているDである｡ もっ と端的にいえば K.Sianlの住民をひっ

ぼっているのは Pellgllulu と Ⅰlllam だ とい うことである｡Penghuluは mukim の Pengllulu

である｢ たまたまこの村に屠･住 しているか ら, い きおい村D ketuaになっている形である(

したがって, 権力のつ よい この ketuaは Imaln よこ)はより高い地位 にあるものとして村人

か らは対 され ることになるっ事実そレ⊃ように観察 され る｡K.Siamでの最高権威は,Pengllulu

mukim であって しか も村の ketu,Llという格のそこJj人物に あるのである｡ 何 よりもその住む

家の構えがそのことの象徴である､ こしつketuakanlpOng と Imam とは同列にあるとはいえ

ない｡それは Penghulumukim が こJj村に住んでいるとい う特殊 性か らきている｡そ うでは

ない他の kampongにあっては,ketuakampong と Imam とは, ほぼ同列の車の両輪 とし

て村の生活の秩序を支えているのではないか と思われ る｡

K.Siam においてほ,上記 したように, 農民組合がは じまり, 成人学級が開かれ, 料理講

習会があり,その他 mukim 内の他レ)村 KubangJawiに信用組 合がおかれて金融面に便宜を

うる可能性が出てきた とか, 農業技術 に関する役人が 常住 しているなど新 しい前迄が見 られ

る｡それ らは最近新 しくは じまった ことばか りである｡ 自治の仕方の大筋に変化はない{いっ

たいそれ ら新 しい動 きが まった くなかった以前V7)村は どうい う状態だったのであろうか｡少 し

過去をふ りかえってみよう｡

5 村 の 変 化

K.Siam 村の過去の歴史を正確詳細に知 ることは困難である｡ かいた記録はない し, 第一

村の故老には村史への関心が うすい と感 じられた｡それでも僅かなが ら幾人かの人が記憶の中

か らとりだ して くれた｡次にそれ らをか きつづってみる｡

バス開通前は他 との交通がはなはだ不便であった｡村を貫流する川の堤は低 く, しば しば宅

地 に水が浸入 し,水はけは非常にわるかった｡家を建てることも容易でなかった｡ 帰 まで水に

つかって往来 しなければな らない ことが 頻繁にあった｡(堤が不完全であった らそ ういう状態

になったであろうとい うことは筆者に もよく想像がつ く｡ とい うのは,雨期には多 くして⊃家に通

ず る道は泥土 と化 して しまうのであるC) こうい う状態を 思い起 して ｢いまは よくなったJ)で

す｣ と語 る人のその記憶は,そんなに昔の ことではなかった とい う感 じである｡そのことは下

記の ことか らもいえる｡

K.Siam に小学校ができたのは 1937年で, 生徒は KubangJawiや PadangLalallgの村

か らもきた｡当初生徒数は50人であった｡ ところが雨期には道が水をかぶって連れず,生徒は

通学ができず,次第に減 り, 5年後には閉鎖 してしまった｡そ していまの AlorJanggL1So川

側に再建 されて 2年つづき,それが現在の Pengllultlの家の近 くに移 され,1956年 までつづい

たっ現在の村の入 口に りっぱな校舎が建ったのが1957年で,それはマラヤ連邦国家の誕生の年
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であった｡

青年は昔は髪をのほ し, サ ロンを着用 し, 宗教心ほ っ よく, 逆行す る者は 1人 もいなかっ

た｡いまはかな り変化 したOた とえば出費多い饗応の催 しに反対する青年がいる｡年寄 り層に

たてつ くのもいる｡｢そのような変化はなぜ生 じたのか｣ と問えば,返事は ｢それは時勢です｣

と答えた｡ こんにちの時勢による変化だ とい う意味であるか ら,そのような変化は最近の現象

といっているのである｡
12)

子弟を町の Englishschoolで学ばせるとき,年寄 りは キ リス ト教に 改宗 させ られ るぞ とい

っで怖れたものであるO現在,銀行 ･郵便局への預金の ことを知 らない人は少ない｡昨年か ら

tabonghajiなる制度がは じまり,メッカ巡礼のため定期積立をする割安ができた｡しか し契約

するマ レー人は少ない｡｢慣習を殺すより子供を殺せ｣(Biarmatュanak,janganmatiadat)と

昔はいい,いまで もこれを学校で教 えるけれ ども,しか し不経済な adatは廃 した方が よい とい

う意見の人 も現われ るようになった｡相互扶助会の世話人は若い人がなるのが よいO しか し昔

はそんなことはあり得ない ことだった｡昔は年寄 りの世話人がひとり決 め した ものだ｡はっき

りした分業はなかったO新 しい形での gOtOngrOyOngになった といえる｡ これは進歩である｡

政府ザカッ トの政策は10年 ぐらい前か らは じまったが, 3年前か ら厳格になった｡急にきび

しくすると人はついていけない ものだ｡山急に雨がふると,人は小屋ににげ こむのだ｡"どうい

う政策で も急激に強制 してはいけない｡化学肥料 の使用は 8年は ど前か らである｡政府の肥料

政策の動機はよいが, しんとうしない｡ しんとうした らよい と思 う｡

以上人々の記憶の断片を記 したが, これを見 ると,村における新 しい変化 と思われ るものは

すべて近 々10年 この方のことであることが知 られ るO よどんだ ように動かなかった村の生活体

制が近年になって急に動揺をほ じめた とい う感 じがする｡ しか し,その動揺ない し変化たるや

それほ ど深刻なものではない｡時勢の進展に ともないおのずか らある程度の変化が村の生活に

生 じつつあるといえる程度のものである｡ K.Siam の人 々の生活はなお大体において 昔 のま

まであるといえる｡そ して,先に見た 自治のあ り方は,その昔 のままの村 の生活に固 く結びつ

いた ものなのである0

6 自 治 と 倫 理 と 宗 教

セ レべスのマカサル族では,酋長は自らを天来の起原を もつものと信 じ,自分は唯一の支配

者であり,専制的になって もよい権利があると考えている｡ 部族の一般人 も酋長の前には自分

らほ鶏に等 しい存在 と考 えている｡ 酋長による完全な専制政治が行なわれているその土台には

12) マレー語,英語で全科目を教える中学校を,それぞれ Malayschool,Englishschoolというが,

Englishschoolにはキリスト教会経営のものがマラヤでは多い｡Englishschoolに行くマレー人

の生徒は多いが,キリスト教に改宗する者はほとんどないであろう｡
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このような人々の信念があるのであるO身分の高い者に対 しては法の力を発揮 させることがで

きない｡ したがって,紛議が生 じた ときまず相手の身分の高低をたしかめることが必要であっ
13)

た｡ このようなことはオランダ人の統治がは じまってか らも15年 ぐらいはつづいた とい う｡セ

レべスの中央部に住む トラジャ族ではおたがい村人は家族員 と考え られ,人か ら物を乞わjLた

ときに断 らない慣習 さえで きあがっている｡ 指導者 と一般住民 との問には慣習にもとづ くおだ

やかな結びつきがあって,指導者に専制的なところが少 しもない｡奴隷制はあるが奴隷が苛酷

にあっかわれ ることもまった くないO政治は話 し合いのもとで行なわれ,女 といえども男同様
14)

の発言権を もっているっ このように自治の様式を決定する,香,少な くともそれ と対応するも

のに一定の人間観 とい うものがあるOマカサル族では住民間に不平等を認める考 え方があり,

トラジャ族では人間平等の考え方があるL,それ ら考え方のちがいに応 じて自治の形式に もちが

いがあるのである｡その点 K.Siam 村については どうであろうか｡

Penghulu の権力が強い ことはまちがいない｡ 一切の問題はかれが解決するとい う表現をな

した人がいたほ どであるっ しか し実際はできるだけ民意を問 うようにつ とめているO地方 自治

の末端の役人 として住民 と上役 との中間に立って苦慮 し,明確に住民側に立つ ことを明示でき

ない ことはあるけれ ども,そのことは人々の意志を無視 していることを意味 しは しない｡ 村の

問題解決において, 人選において, 戸主なる男子を 集めてかれ らの挙手によって 決裁 してい

る｡前にのべたように,Penghulu の相談相手である村の有志はおのずか らきまっていて, か

れはかれ らの意見を徴 して ことを運び,必要 とあらば村民を集めて意見をきいている,貧富や

地位の差によって自然に発言権の大小はきまって くるが,住民不平等の観念があるわけではな

い｡む しろ Allah の もと人間は平等であり, 富者は 貧者に施 しをすべ Lという考えこそ一般

化 しているのであるっかれ らだけの社会におけるかれ らにあっては,慣習にしたがい人間平等

が実践 されているばか りでな く,理念 として もそ うであるか ら,かれ らには人間平等C7jl論理が

あるとい うことができ,かれ らにおける自治をささえる心理は倫理的性格がつ よい とい うこと

ができる｡そ してその倫理は宗教的に基礎づけ られた ものである｢なぜそのようにい うことが

できるのか｡次に,かれ らの宗教的側面をのべてみることにする｢

子供に対する宗教教育が熱心である例 として 1人の親について記そ ラ-かれは次のように語

った｡

｢自分は12才upjときか ら祈 りをは じめ, 子供に もそのようにしつけているr 子供は 3人い

る (13才,5才,8カ月)｡善良な生活を送 るように とい う巨膵Jlで宗教を教えている｡ そのよ

13) J.A.F.Schut,̀ D̀eMakassarenenBoegineezen,"J.C.vanEerde,DevolkeTIi,anNeder-

landsch-Indib',vol.I,296-319.

14) N.Adriani,̀ D̀eBewonersvanMidden-Celebes,"ibidリ1-32.
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うに教 えた ら,盗み とかその他の悪事はしな くなる｡ 前妻 との子供が別に 3人いて, ここか

ら50哩はなれた ところに住んでいる｡ 1人は Englishschool,1人は Malayschool,1人は

農業に従事 してい る｡ これ らの子供の宗教教育に も自分は注意 している｡年 1回は ここに く

る｡手紙で もよくいってきかせる｡〔もし English schoolに行っている子供 さんが キ リス

ト教に改宗 しようとすると仮定 した らどうします との問いに対 して〕それは自分は決 して許

しません｡｣

K.Siam には村の児童だけのための私設の宗教塾 (madrasah)が三つある｡一つは ごく小

さい ものであるが,他の二つは大 きく, 7才か ら14才 までの児童を30人ない し50人は ど教 えて

いる｡両方 とも男女 1組宛である｡ ひとつは最近隣村か らここへ移 した もの,他は14年前か ら

開いている｡ この二つは古いものではないが, これ らがなかった時代に も宗教教育の私塾が絶

えた ことはないのである｡ よほ ど貧 しいか不熱心な親で もないかぎり,子供 らは学校か ら帰宅

すると, よい着物に着換えて塾にでかけるのである｡少年時代をこうして過 し,モスクでの金

曜 日毎の礼拝に行 き,家では 日々の祈 りを唱えるなどの ことをよく守って育つ子供 らが,成人

した ときに大体において信心深 くなるのは当然である｡連続 3度以上金曜 日礼拝に欠席する者

を,州政府の宗教局に PenghuluMasjidが とどけるとい うことになっていて,上か らの強制

があるけれ ども,やは り村人は全体 として信仰厚い とい うことができる｡断食の月に村人が断

食を よく守 る有様ほおどろ くはか りであった｡12才の児童か らよく守っている｡暑熱の土地で

日の出か ら日没 まで完全に飲食を断つ ことは容易なことではないが,実によく守っている｡信

仰がなければできることではないであろう｡筆者に とって この観察は貴重であった｡ ある青年

教師が次のように語った こともある｡

｢映画館にはいるときにモスクか ら流れて くる祈 りの声をきくときには, ちょっ と悪事を

しようとしているような気持になる｡ ときには涙が出そ うになる｡家か ら遠 く離れた異郷に

あるときには とくにそ うだ｡｣

｢宗教の中のある部分には変えなければな らない ものがある｡一部の人に見 られ るような,

音楽はいけない,女の人の顔を見てはな らない とい うほ どの保守主義は自分は とらない｡そ

うい うのは変 えるべ きだ｡豚肉を食べてもよいなどとい う変化は とて も認めることはできな

い｡ コーランにしたがって豚肉を食べないのであるか ら｡｣

断食をする意味を問 うた ときに同教師は ｢富者 と貧者が ともに同じ苦 しみをせめて年に一度

だけで も味 うことは よい ことだ｣ と答えた｡ これ らの ことばによってかれが信心深い といえる

ことはあきらかであるし,断食の月における敬虚 な態度 もその ことを明示 していると筆者は思

った｡そ して これ らの ことは,かれが この村で とくに信心深い人であるとい うことを表わ して

いるのでほ決 してないのである｡Imam が ｢青年 らは信仰の点で問題はない｡あまり金曜礼拝

に来ない ときには説諭を加えることもあるが,信仰上に問題はありません｣ といった ことばは
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そのまま信 じてよい と思 う｡

政街ザカッ トを完納す るよう村人に勧告する 目的で 政府役人 が村にきた ことがあったっ 金

曜 日礼拝後のモスクの中で,役人は長 々と回教信仰の正 しさについて熱弁をふ るった｡そ して

ザカッ トの納入を勧めた｡すると途端に,お となしく傾聴 していた村人の中の論客が,語気鋭

くそれに抗弁 したのである｡宗教教義に従えば政府ザカッ トを納める根拠はない とい うごつであ

った｡村内で貧者にあたえるザカッ トは正当なものであり,予言者の言に従ってなすべ き義務

と考え, これは自発的によく守っている｡ 米の収穫後 と断食あげに米を貧者や madrasahの

religiousteachersに運ぶ様を見てそvDようにい うことがで きる｡郁子の実を猿にとらせて賃

取 りを し,それで生活 している貧 しい男の家を訪ねていた とき,物乞いの人がやってきた｡そ

の ときあたえた米の量は予想外に多かったっザカッ トの精神は徹底 しているのである｡

このようであるか ら ｢道徳上の忠告は すべて 宗教につなが ります｣｢宗教のおかげで道徳は

守 られ るのです｣ とい うようなことばが村人の口か ら出てきたのはきわめて当然の ことであっ

た と思われ る｡すなわち,かれ らの倫理意識の うらには宗教信仰が息吹いているのである｡人

間平等の理念を もって 回教信仰に 生 きる村人の中で, 専制的自治の形式は とられないDであ

る(

7 む す び

親戚や隣家の関係を こえて村 としての一体性の 意識 が弱い村で, 村全体 としての自治をさ

さえている 大 きな 柱は ketuakampong と Imam であった｡ 前者は K.Siam では 同時に

PenghuluMukim であった｡ この ketuaは相談相手 として幾人かの有力有志をつねに手近に

もっている観があった｡村生活 と回教はきってもきれない関係にあり, したがって Imam の

権威は高 く,村では ketuaに次 ぐ有力有志で もあった｡ 小数有志の 協力があってわ りあい民

主主義的 自治の形式が とられてい るのは,その土台に回教信仰があるか らで もあると考 えられ

た｡本論のあらす じは このような ことであったっ

こういうような自治の形式は,州や国の レベルにおいて も根本原理的なものとして一貫 して

見 られ,それを思 うと,マラヤはやは り TanahMelayuであろうとする強いひとつの見えな

い意志に よってひっぼ られているような感 じがする｡英国のマラヤ支配は,第二次大戦直後β

ことは別として,当初か らその意志に抗 しない散策を とりつづけていたのである｡
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